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　現代日本における農山村を取り巻く現状をみると，“限界集

落（６５歳以上人口が過半数）”という言葉に象徴される諸問

題に直面する一方で，新たな展開も見受けられる。それは，

世界的な食料の供給不安や食の安全確保への不信感を背

景に，食の土台をなす農の営みや農山村での暮らしの価値

を見直そうとする機運の高まりや，「グリーン・ツーリズム」と称

する都市と農山村との新たな交流・連携が拡がりつつあるこ

とである。

　元来，「グリーン・ツーリズム」は，労働者に長期有給休暇を

保障した西欧諸国で拡がった考え方で，“農山村でゆっくりと

時間を過ごす”という性格のものである。しかし近年では，わ

が国においても，全国各地に拡がる「農産物直売所」や

「農家レストラン」の取り組み，農山村での各種体験や農家民

泊を伴う「体験型教育旅行」の拡大，農山村での暮らしに関

心を持つ都市住民が繁忙期に農作業を支援する「ワーキン

グホリデー」など，特徴的な展開をみせている。そして，幸

いにも豊かな自然と農山漁村資源に恵まれた和歌山県は，こ

れらの動向を学ぶ上で格好の実践的な学びの場を提供して

くれる１）。

　２００８年１１月に和歌山県田辺市にオープンした「秋津野

ガルテン」は，小学校の廃校舎を活用した県内初の本格的な

都市・農村交流施設で，宿泊滞在，農業体験学習，果樹

オーナー制度，市民農園，農家レストラン等の多様な事業に

取り組んでいる。ここでは，地域活性化の拠点施設として既

に地元で開設されていた農産物直売所「きてら」と同様に，

地域内外からの広範な支援・出資を得る一方で，住民参加と

幅広い合意形成を図ることを常に意識して地域づくりが進め

られている２）。

　筆者らは，これらの実践から学ぶべく，「秋津野ガルテン」
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農村レストラン利用客の「食」と「農」に関する意識調査結果
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の事務局スタッフや参加農家との交流や意見交換を積み重

ねてきたが，幸いにも農山村に関心を寄せる都市住民の意

識構造を分析するための一助として，付設農家レストラン

「みかん畑」利用客に対する面談アンケート調査を実施する

機会を得た（２００９／２／２７～３／１の３日間に実施，回

答数２０３）。

　以下，!来店者の特徴（属性）と観光行動，!来店者の

「食」に関する意識と行動，!来店者の「農業・農山村体験」

への関心，の三つの視角から分析結果を紹介したい。
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　来店者の性別を曜日別にみると，２月２７日（金）は男性

１１名・女性２０名，２月２８日（土）は男性２８名・女性７１名，

３月１日（日）は男性１７名・女性５４名であった。３日間の

総数は，男性５６名（２８％）・女性１４５名（７２％）で，圧倒的

に女性客が多い（性別不明２回答を除く）。家族連れや夫

婦の場合は代表者１名に回答を依頼したが，その際には主

として女性が回答する場合が多かったため，このような結果

になったと予想される。
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　各年代の内訳（総数２０３名）は，１０歳代は４名（２％），

２０歳代は２１名（１０％），３０歳代は２７名（１３％），４０歳代は

３５名（１７％），５０歳 代 は５９名（２９％），６０歳 代 は４６名

（２３％），７０歳代以上は１１名（５％）であった。その中でも

注目されるのは，５０歳代・６０歳代・７０歳代以上の合計が全

体の５７％を占めているということである。若い世代よりも，比

較的高い年齢層の人が「みかん畑」に来店していることが伺

える。
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　表１で来店者のグループ構成をみると，グループで訪れ

る来店者が５５％と一番多い（友人同士，親戚同士での来店

者を含む）。続いて家族連れ１７％（家族連れ：１世帯の家族

での来店者のこと），夫婦１５％，親子８％，カップル４％

（カップル：男女ペアのこと），一人での来店が１％となってい

る。

　表２は来店者の曜日別・年代別のグループ構成をみたも

のである。まず，曜日別での傾向をみると，金曜日に夫婦で

の来店者が２７％で休日よりも多いことがわかる。団塊世代

の夫婦など，時間にゆとりのある夫婦が平日に来店している

と考えられる。一方，家族連れは土日の方が平日よりも多く

訪れていた。これを年代別でみると，家族連れで来店して

いる回答者は，主に２０代～４０代までの若年層に多い。団

塊世代の夫婦とは違い，仕事が休みになる土日に，家族そ

ろって来店していると考えられる。
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　住まいに関しては，上秋津地区が６名（３％），旧田辺市

内が４２名（２１％），その他の和歌山県内（以下「県内」と

する）の各市町村が８３名（４１％），県外が６９名（３５％）とい

う結果であった（表３）。県外からの来店者が多いのは，２

月１９日にテレビ放映（毎日放送）で「みかん畑」が特集さ

れた効果が表れたものと推察できる。県内は，主に田辺市

周辺の市町からの来店者が多いが，和歌山市や海南市等，

同じ県内でも遠方から訪れている人も多数いた。県内から

の来店者に関してもテレビ放映の効果は大きいと考えられる。

それに加え，県内の地方紙や，駅やスーパー，大学構内で

無料配布されているフリーペーパーにも取り上げられている

ため，それらの宣伝効果もあったと考えられる。
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グループカップル家族連れ親子夫婦一人

１１２
（５５％）

８
（４％）

３４
（１７％）

１６
（８％）

３０
（１５％）

３
（１％）

回答数
（有効２０３）

出所：「みかん畑」利用者の食と農に関する意識調査を目的としたアン
ケート形式による対面調査

　　　（２００９年２月２７日～３月１日実施）による［以下，対面調査］。

!"#$%&'()*+,- ./01234156789:;
!"#$%&

グループカップル家族連れ親子夫婦一人

１６
（４８％）

０
（－）

５
（１５％）

１
（３％）

９
（２７％）

２
（６％）金曜（３３）

６６
（６６％）

４
（４％）

１０
（１０％）

７
（７％）

１１
（１１％）

１
（１％）土曜（９９）

３０
（４２％）

４
（６％）

１９
（２７％）

８
（１１％）

１０
（１４％）

０
（－）日曜（７１）

９
（３６％）

６
（２４％）

６
（２４％）

４
（１６％）

０
（－）

０
（－）

１０～２０
（２５）

３０
（４８％）

２
（３％）

１８
（２９％）

７
（１１％）

５
（８％）

０
（－）

３０～４０
（６２）

７３
（６３％）

０
（－）

１０
（９％）

５
（４％）

２５
（２１％）

３
（３％）

５０～７０
（１１６）

１１２
（５５％）

８
（４％）

３４
（１７％）

１６
（８％）

３０
（１５％）

３
（１％）合計（２０３）

出所：対面調査。
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県内詳細
和　  歌  　山　  県

そ の 他 県 内 詳 細旧

田

辺

市

上
秋
津
地
区

そ

の

他

兵

庫

県

大

阪

府

そ

の

他

印

南

町

上
富
田
町

み
な
べ
町

海

南

市

白

浜

町

新
田
辺
市

和
歌
山
市

81051回答数
６９18568910111683426回答数

１３１

12
％

14
％

74
％

県外
n=１００

14
％

4
％

5
％

6
％

7
％

8
％

8
％

12
％

64
％

32
％

4
％

県内
n=１００

4
％

5
％

26
％

全体
n=１００

9
％

2
％

3
％

4
％

4
％

5
％

6
％

8
％

41
％

21
％

3
％

全体
n=１００

出所：対面調査。
注１）総数２０３のうち，未記入の３名を除く。
注２）県内詳細の「その他」には，有田市，岩出市，紀ノ川市，御坊市，

新宮市，橋本市，美浜町，すさみ町，日高川町が含まれる。
注３）県外詳細の「その他」には，奈良県，京都府，東京都，神奈川県が

含まれる。
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　表４から，「みかん畑」に来店した目的をみると，食事のみ

の予定で立ち寄ったと回答した人が８２名（４１％）と最も多

かった。続いて観光の一環で立ち寄った人が５７名

（２９％），その他が６１名（３０％）であった（目的不明３回答

を除く）。また，同表で曜日別の来店者の目的をみると，金

曜日は食事のみが目的で来店している人が多い。一方土曜

日には，その他の比率が，日曜は観光の比率が平日よりも高

い。休日には，日常的な買い物の途中や観光のついでに

寄ってみようとする人が多いようである。南紀田辺!"，国道

４２号からのアクセスがよいことがこの結果をもたらしているの

ではないかと思われる。

　次に表５では，来店者の目的地の詳細を示している。旧

田辺市内では「みかん畑」と同じ町内にあり，秋津野ガルテ

ンが運営する秋津野直売所「きてら」へ行くという人が４６％と

最も多くみられた。また，民間企業が経営する「よってって」

や!"が運営する「紀菜柑」などの直売所へ買い物のため立

ち寄るという人もいた。その他県内の目的地では，白浜と回

答した来店者が２６％と多かった。「みかん畑」は観光地白浜

から近いため，県外からの観光客も立ち寄りやすい立地条件

にあると考えられる。
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　表６は，来店者の「みかん畑」来店前後の予定を尋ねた

ものである。この表から，圧倒的に日帰りの来店客が多いこ

とがわかる。「みかん畑」への来店者の多くは県内の近隣市町

村や大阪府から来ているので，宿泊する必要のない来店者

がほとんどであるため，このような結果が得られたと考えられ

る。

　また，表７は，来店者の来店前後の予定を曜日別に表し

たものである。ここで注目すべきは，平日の金曜日にも２４％

の宿泊客が存在することである。表出していないが，その宿

泊先の多くは白浜や田辺市など，秋津野ガルテンが位置す

る上秋津地区に比較的近い地域であった。

　秋津野ガルテンにも「農のある宿舎」という宿泊滞在施設

がある。ここでは，市民農園（農地を借りて，自分で農作物

を育てられる仕組み）やみかんの樹オーナー（みかんの木１

本の年間オーナーとなり収穫物を入手できる制度）などの各

種体験メニューを通じて，都市と農村の交流を推進してい

る。「みかん畑」への注目度は様 な々宣伝の結果，非常に高

いことが来店者の多さからも伺えることから，「みかん畑」と上

記の各種取り組みをリンクさせて宣伝し，他地域へ流れてい

る宿泊客を取り込むことも可能であると考えられる。
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　来店回数についての回答によれば，「初めて」が１６６名

（８２％），「２回目」が２０名（１０％），「３回目」が８名

（４％），「４回以上」が８名（４％）であった。新規の来店

者数が多いのは，テレビや雑誌で取り上げられた効果であろ

う。一方，２００８年１１月のオープンよりすでに４回以上も来

店しているという人もおり，根強いリピーターの確保もできて

いる。
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　表８で「みかん畑」を知ったきっかけをみてみると，口コミ

による来店客が一番多い（３６％）ことがわかる。続いて，テ

レビ（２９％），新聞（２０％），その他（６％），雑誌（６％），
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そ の 他観　　光食事のみ

３（ ９％）８（２４％）２２（６７％）金曜（３３）

４７（４７％）２１（２１％）３１（３１％）土曜（９９）

１１（１６％）２８（４１％）２９（４３％）日曜（６８）

６１（３０％）５７（２９％）８２（４１％）合計（２００）

出所：対面調査。 
注：「その他」には，帰省，研修，買い物，仕事，親戚宅訪問，水汲み，

神社への合格祈願が含まれる。
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県内（ｎ＝１１４）旧田辺市内（ｎ＝１１４）

２５（２２％）白 浜５２（４６％）き て ら

６（５％）龍 神７（６％）紀 菜 柑

６（５％）本 宮１２（１１％）よってって

２（２％）紀 伊 勝 浦１（１％）天 神 崎

１６（１４％）そ の 他１３（１１％）そ の 他

出所：対面調査。 
注１）表４で「食事のみ」以外と回答した人以外が回答（n=１１４）。
　２）この項目は複数回答可。
　３）旧田辺市内の「その他」の目的地は，奇絶峡，南方熊楠記念館，動

鳴気峡，Ａコープ，いこら茶屋，とれとれ市場，新庄公園，扇が浜，
梅林，秋津野散策など。

　４）県内の「その他」の目的地には，熊野古道，みなべ，新田辺市，Ａ
コープ，えびね温泉，日置川，和歌山市，その他が含まれる。
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宿泊日帰り予定
その他勝浦龍神みなべ新田辺市白浜

５
〔１５％〕

３
〔９％〕

４
〔１２％〕

５
〔１５％〕

７
〔２０％〕

１０
〔２９％〕

３４
（１７％）

１６７
（８３％）

回答数
（有効２０１）

出所：対面調査。 
注１）「宿泊」先地域名欄の〔　〕内の数字は，宿泊予定３４を１００とした

ときの構成比を示す。
　２）「その他」には，すさみ町，稲荷町，旧田辺市，太地町，本宮町湯

の峰が含まれる。
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宿　　泊日 帰 り

８（２４％）２５（７６％）金曜（３３）

１９（２５％）５７（７５％）土曜（７６）

８（１１％）６２（８９％）日曜（７０）

３５（２０％）１４４（８０％）合計（１７９）

出所：対面調査。 
注　：２月２８日（土）に大阪府貝塚市から研修目的で来店した２３名除く。



ＨＰ（２％），ラジオ（１％）の順になる。この結果から，家

族や友人からの信頼できる口コミ情報が，人を呼び込む大き

なポイントだと考えられる。従って，来店者には満足できる

サービスを提供し，次の顧客へと良い印象を伝えてもらうこと

が重要であると言える。実際に，「みかん畑」が開設以来，

来店者に対して独自に行っているアンケート調査をみると，

来店者からは店舗（座席が少ない等）や料理の種類（デ

ザートを追加してほしい等），情報提供（レシピを紹介してほ

しい等）等に関する様 な々要望，指摘が挙げられている。こ

れら来店者からの声に耳を傾け，問題点をひとつひとつ改善

することが肝要である。

　次に，年代別にみてみると，雑誌がきっかけという人が１１

名おり，このうち県内の回答者が９名であった。和歌山県で

は，「!"#$」や「!"#$」といったフリーペーパーが駅やスー

パー，大学内で配布されている。「みかん畑」もフリーペー

パーに掲載されたことがあり，これを見て来店したという回答

者もいた。ここから，多くの県民が無料で手軽に入手できる

フリーペーパーは有効な宣伝方法だと推察される。また，新

聞の記事がきっかけという人は３５名いたが，これは全て県内

からの回答者である。その中でも特に，上秋津地区内，旧

田辺市内の割合が高い。田辺市内を中心に購読率約９０％

の地方紙「紀伊民報」にも掲載されたことがあるため，このよ

うな結果が得られたと考えられる。
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　回答者の多くは，食事後に「みかん畑」近辺にあるいずれ

かの直売所へ立ち寄っていることがわかった。その中で，秋

津野ガルテンが運営する「きてら」を知らない来店者が多

かった。このことから，「きてら」の宣伝をより強化することが

求められる。調査期間中，秋津野ガルテンの敷地内で「き

てら」の商品の出張販売が行われていたが，このような機会

を設けることも非常に効果的な方法である。

　また，南紀田辺!"や国道４２号からのアクセスは良いのだ

が，秋津野ガルテンの標識や案内版が道沿いにほとんどな

いため，場所が大変わかりにくいという声が多かった。これ

に関しては国道沿いに標識を立てるなどの対策が求められ

る。

　現在はメディアで特集された効果で，新規の来店者が絶

えない状況である。しかし，今後この賑わいがいつまでも続

くとは言えず，今の賑わいをどのようにして保っていくかが重

要である。来店者の年代や住まい等を見ても，ターゲットと

すべき層が幅広く多様である。農家レストランとしてのこだわ

りや，食の安心・安全への取り組みを各方面へ発信し，来店

者の確保に繋げてほしい。さらに「みかん畑」だけではなく，

隣接する農のある宿舎や市民農園もリンクさせて宣伝するこ

とで，相乗効果が期待できると思われる。
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　以下では，「外食の際に重視する要素」，「生鮮食品の購

入先」，「直売所への興味・関心」，「直売所へ行く頻度」，以

上の４点に関して，農家レストランみかん畑に来店する消費

者の動向を分析し，消費者の意識・ニーズを考察していくこ

とにしたい。
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　まず表９をみると，最も多くの支持を得た要素は「味」であ

り，全体の２６％を占めた。次いで，「種類」（２３％），「雰囲

気」（１６％）となっている。この上位３要素は年代や居住地に

関係なく，ほぼ全ての重要度において多くの支持を得ている

ことから，外食において非常に重要な要素であると考えられ

る。しかし，回答者を５０歳以上の人に限って見ると，「地元

食材」の要素が１４％の支持を得て重要度３位となっている

３）。また，若い世代ほど「地元食材」よりも「雰囲気」や

「価格」への意識が高くなっている。!
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その他口コミラジオ雑誌テレビ新聞ＨＰ

１１
（６％）

６５
（３６％）

１
（１％）

１１
（６％）

５２
（２９％）

３５
（２０％）

４
（２％）

全体
（１７９）

１
（４％）

１０
（４２％）

０
（－）

４
（１６％）

３
（１３％）

４
（１７％）

２
（８％）

１０～２０
代（２４）年　

代　

別

３
（５％）

２０
（３５％）

０
（－）

４
（７％）

１７
（２９％）

１３
（２２％）

１
（２％）

３０～４０
代（５８）

６
（６％）

３５
（３６％）

１
（１％）

３
（３％）

３３
（３４％）

１８
（１９％）

１
（１％）

５０～７０
代（９７）

３
（５０％）

０
（－）

０
（－）

０
（－）

０
（－）

３
（５０％）

０
（－）

上秋津地区
（６）

地　

域　

別

５
（１２％）

１７
（４１％）

０
（－）

０
（－）

１
（２％）

１７
（４１％）

１
（２％）

旧田辺市
（４１）

２
（２％）

３３
（４０％）

０
（－）

９
（１１％）

２３
（２８％）

１５
（１８％）

１
（１％）

県内
（８３）

１
（２％）

１５
（３１％）

１
（２％）

２
（４％）

２８
（５７％）

０
（－）

２
（４％）

県外
（４９）

出所：対面調査。
注１）きっかけを「貝塚研修」とした２１名を除く。
   ２）情報源の「その他」には，近隣在住，仕事関係，ＪＲ駅のパンフ

レット，幼稚園の広報，市広報，きてら広報，通りすがり，「みかん
畑」の弁当の試食が含まれる。
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　次に，表１０から普段の生鮮食品の購入先についても上位

３つを集計してみると，最も利用されているのは「スーパー」

で４４％にも達した。２位は「直売所」で１９％，３位は「Ａ

コープ」で１６％となり，上位３つで７９％と生鮮食品購入のほ

とんどを占めていることがわかった。表出してはいないが，

農林水産省が行った「食料品消費モニター調査（平成１６

年）」では，いずれの品目においても「総合スーパー・食品

スーパー」の合計割合が６割前後となっている。一方，対面

調査では，「スーパー」の割合は４４％と農林水産省の調査に

比べて２０％近く低下しており，逆に「Ａコープ・直売所・生

協」の合計割合が４４％に及ぶ。また，対面調査を年齢層別

に見ると，若い世代は「コンビニ」の利用率が高く，５０歳以

上では「スーパー」の割合が低下し，「直売所」の割合が増

加している（表１１参照）。

　以上のことから，「みかん畑」来店者は，一般的な消費者よ

りも直売所での生鮮食品購入率が高く，食の安心・安全への

意識が高いことが推察される。しかも，その傾向は年齢と共

に強まる傾向にあるといえる。しかし，地域別の直売所開設

数の違いに注意が必要である。例えば，表１１から伺えるよ

うに，居住地が和歌山県内とその他都道府県とでは直売所

の利用率に開きがあるが，大阪府は和歌山県に比べて直売

所の数が少ない。近畿農政局のＨＰ（平成２１年４月２２日

現在）によると，和歌山で開設されている直売所は５５か所あ

るが，大阪府は１１か所しか開設されていない。従って，来

店者の居住地域によっては直売所を利用しにくい場合もある

と考えられる。
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　表１２から直売所への興味の有無について考察すると，全

体のアンケートで９５％もの人が直売所への興味を持っている
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その他話題性価格近さ雰囲気味種類地元食材

９
（１％）

１２
（２％）

４５
（７％）

２４
（４％）

６６
（１１％）

１７１
（２９％）

１８９
（３２％）

８１
（１４％）１位

全
　
　
　
体

２
（１％）

１６
（４％）

７２
（１９％）

２０
（５％）

７８
（２０％）

１０６
（２７％）

６４
（１６％）

３６
（９％）２位

０
（－）

２０
（１０％）

３９
（２０％）

１１
（６％）

４３
（２４％）

３４
（１８％）

２８
（１４％）

１５
（８％）３位

１１
（１％）

４８
（４％）

１５６
（１４％）

５５
（５％）

１８７
（１６％）

３１１
（２６％）

２８１
（２３％）

１３２
（１１％）合計

０
（－）

０
（－）

６
（８％）

３
（４％）

１２
（１６％）

１８
（２４％）

３３
（４４％）

３
（４％）１位

　
 
〜 　
 
代

１０

２０

０
（－）

４
（８％）

１０
（２０％）

２
（４％）

１２
（２４％）

１８
（３６％）

４
（８％）

０
（－）２位

０
（－）

２
（８％）

７
（２８％）

１
（４％）

５
（２０％）

６
（２４％）

４
（１６％）

０
（－）３位

０
（－）

６
（４％）

２３
（１６％）

６
（４％）

２９
（１９％）

４２
（２８％）

４１
（２７％）

３
（２％）合計

６
（２％）

６
（２％）

１８
（５％）

１８
（５％）

２１
（６％）

８４
（２４％）

１１７
（３４％）

６９
（２０％）１位

　

〜　

代

５０

７０

０
（－）

８
（３％）

３６
（１６％）

１４
（６％）

４６
（２０％）

５６
（２４％）

４０
（１７％）

２２
（１０％）２位

０
（－）

１４
（１２％）

２２
（２０％）

５
（４％）

２５
（２２％）

１９
（１６％）

１１
（９％）

１１
（９％）３位

６
（１％）

２８
（４％）

７６
（１０％）

３７
（５％）

９２
（１３％）

１５９
（２２％）

１６８
（２４％）

１０２
（１４％）合計

出所：対面調査。
注１：各順位の要素の数値は，１位＝３pt，２位＝２pt，３位＝１ptと重み

に変換して集計したものである。
注２：（　）内の構成比は各順位の要素の数値合計に対する割合を示す。
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イン
ショップ

移動
販売百貨店ネット生協コン

ビニ商店街直売所Ａ
コープ

スー
パー

６
（１％）

０
（－）

９
（２％）

０
（－）

３６
（６％）

６
（１％）

６
（１％）

６３
（１０％）

９９
（１７％）

３７２
（６２％）
１
位

０
（－）

２
（１％）

１４
（４％）

２
（１％）

５４
（１５％）

１０
（２％）

２８
（８％）

９６
（２６％）

６６
（１８％）

９２
（２５％）
２
位

０
（－）

３
（２％）

１６
（１３％）

１
（１％）

１２
（１０％）

７
（５％）

１７
（１４％）

４４
（３６％）

１２
（１０％）

１１
（９％）

３
位

６
（１％）

５
（１％）

３９
（３％）

３
（１％）

１０２
（９％）

２３
（２％）

５１
（４％）

２０３
（１９％）

１７７
（１６％）

４７５
（４４％）
合
計

出所：対面調査。
注１：各順位の要素の数値は，１位＝３pt，２位＝２pt，３位＝１ptと重み

に変換して集計したものである。
注２：「Ａコープ」：農業協同組合が経営するスーパーマーケット。「移動

販売」：小型トラックの荷台やマイクロバスの内部を改造して食品を
扱うショーケースを並べ，巡回コースと滞在時間を設定し，集落の
中心部や特定の民家の軒先で販売を行う店舗。「インショップ」：デ
パートやスーパーなど大型店舗の一角にある顧客層・品揃えを絞っ
た売り場。
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イン
ショップ

移動
販売百貨店ネット生協コン

ビニ商店街直売所Ａ
コープ

スー
パー

０
（－）

１
（１％）

８
（５％）

０
（－）

１２
（８％）

１２
（８％）

５
（３％）

１８
（１２％）

１４
（９％）

６１
（４０％）１０～２０代

０
（－）

０
（－）

７
（２％）

３
（１％）

３７
（９％）

７
（１％）

１０
（３％）

４１
（１１％）

６１
（１６％）

１６４
（４４％）２０～３０代

６
（１％）

４
（１％）

２４
（３％）

０
（－）

５３
（７％）

４
（１％）

３６
（５％）

１４４
（２１％）

１０２
（１５％）

２５０
（３６％）５０～７０代

０
（－）

０
（－）

０
（－）

０
（－）

２
（５％）

０
（－）

０
（－）

８
（２２％）

１３
（３３％）

１２
（３３％）上秋津地区

０
（－）

０
（－）

０
（－）

０
（－）

０
（－）

１０
（８％）

３
（２％）

７
（５％）

４２
（３２％）

６８
（５２％）旧田辺市

０
（－）

１
（１％）

１５
（３％）

０
（－）

２４
（４％）

６
（１％）

１５
（３％）

１０２
（２０％）

８５
（１６％）

２００
（４０％）県内

６
（１％）

０
（－）

２４
（５％）

３
（１％）

５８
（１３％）

１６
（３％）

２９
（６％）

５１
（１２％）

１１
（２％）

１７７
（４２％）県外

出所：対面調査。
注１：各順位の要素の数値は，１位＝３pt，２位＝２pt，３位＝１ptと重み

に変換して集計したものである。
注２：「Ａコープ」：農業協同組合が経営するスーパーマーケット。「移動

販売」：小型トラックの荷台やマイクロバスの内部を改造して食品を
扱うショーケースを並べ，巡回コースと滞在時間を設定し，集落の
中心部や特定の民家の軒先で販売を行う店舗。「インショップ」：デ
パートやスーパーなど大型店舗の一角にある顧客層・品揃えを絞っ
た売り場。「旧田辺市」：上秋津地区を除く旧田辺市内を指す。「県
内」：上秋津地区，旧田辺市を除く和歌山県内を指す。「県外」：和歌
山県以外の都道府県を指す。
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年　代　別性　　別
全 体

５０～７０３０～４０１０～２０女 性男 性

１１２
（９６％）

５９
（９５％）

２１
（８４％）

１３９
（９６％）

５１
（９１％）

１９２
（９５％）ある

４
（４％）

３
（５％）

４
（１６％）

６
（４％）

５
（９％）

１１
（５％）ない

出所：対面調査。



ことがわかる。さらに詳しく考察すると，男性よりも女性の方

が若干ながら関心が高いようである。また，先述の外食や生

鮮食品の購入先と同様に，３０代以上になると直売所への関

心が高まっていることも指摘できる。
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　続いて，表１３から直売所の利用頻度について考察する

と，最も多かったのは「月１」で３４％を占め，次いで「週

１」，「週２以上」となった。ここで注目すべき点は，週１回

以上利用する消費者が３８％と４割近くいるということである。

もう少し詳細に考察してみる。居住地別で見ると，居住地が

和歌山県内の回答者で週１以上の利用割合は約５７％なの

に対して，居住地が和歌山県外の回答者は１６％に留まって

いる。やはり，この差は地域の直売所の開設数が関係してい

るのではないか，と考えられる。また，年齢と共に直売所の

利用頻度が高まっており，男性よりも女性の方が利用頻度が

高い傾向がある。
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　新聞やテレビ等のメディアが産地偽装・農業危機に関する

情報を多く発信しているせいか，生鮮食品の購入先はもちろ

んのこと外食においても「食の安心・安全」を意識している消

費者が多く存在していることが判明した。地産地消やスロー

フード活動が少しずつではあるが確実に拡大している現状を

考えると，この「食の安心・安全」に対する意識はさらに強ま

ることが予想される。総合スーパーなどの生鮮食料品業界

ではこれらの消費者意識に対応しつつあるが，外食産業に

おいてはコスト・流通の面から，まだまだ十分な対応ができて

いない場合が多い。少子高齢化社会の到来を控えて，年齢

と共に食品や直売所への関心が高まっているというアンケー

ト結果を組み合わせると，今後ますます地産地消型レストラン

や直売所へのニーズが高まることが予想される。

　以上を考慮すると，使用している食材の９０％以上が国産

であり，その証としてカロリーベースで日本産食材使用量が

５０％を超えている飲食店しか使用できない「緑提灯」を掲げ

る農家レストラン「みかん畑」は非常に潜在的需要のある施

設だと言えそうである。これから先，「みかん畑」に求められ

ることは，リピーター客の確保・ガルテン施設を利用する一体

的なプランの作成や普及が考えられる。都市では体験でき

ない，農家レストランにしかできない良さを消費者に伝えるこ

とができれば，地域にとっても消費者にとっても魅力的な施設

となるだろう。

　

!"!"#$ %&'(&)*+,-.$/0

!!!"#$%&'()*)+,-./

　表１４は，市民農園やオーナー制への興味と経験の有無を

示したものである。ここからわかるように，来客者の５８％が，

農業・農山村体験に興味を持っているが，経験がない人が

圧倒的に多い。そこで，興味はあるが経験がない理由につ

いて質問した結果が表１５である。この結果から，「時間の

無さ」が５１％と理由の中で最も多く，「価格」については２％

と，あまり問題がないことがわかる。また，「仕組みが分から

ない」「大変そう」などの意見も各々約２０％あることから，宣伝

方法の見直しを検討する必要があることがわかる。

　また，その他の意見では，「すでに自宅で家庭菜園を行っ

ている」あるいは「近所からもらえるのでわざわざ作る必要

がない」という意見も見られた。このように農業・農山村体験

に興味がある人は，少なからず農業に触れる機会があると考

えられる。
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未経験過去１回半年１回２～３ヶ月
１回月１回週１回週２回

以上

６
（３％）

１８
（９％）

１５
（７％）

１６
（８％）

６９
（３４％）

４３
（２１％）

３５
（１７％）全　　体

０
（－）

０
（－）

０
（－）

０
（－）

１
（１６％）

２
（３３％）

３
（５０％）上秋津地区

１
（２％）

４
（９％）

２
（４％）

４
（９％）

３
（７％）

８
（１９％）

１０
（２３％）旧田辺市

１
（１％）

４
（５％）

４
（５％）

４
（５％）

２７
（３２％）

２７
（３２％）

１６
（１９％）県　　内

４
（５％）

１０
（１４％）

９
（１４％）

１１
（１５％）

２５
（３６％）

６
（８％）

６
（８％）県　　外

３
（１２％）

５
（２０％）

３
（１２％）

０
（－）

９
（３６％）

３
（１２％）

２
（８％）１０～２０代

０
（－）

８
（１３％）

７
（１１％）

８
（１３％）

２４
（３８％）

１０
（１６％）

４
（６％）２０～３０代

３
（２％）

５
（４％）

５
（４％）

８
（７％）

３６
（３１％）

３０
（２６％）

２９
（２５％）５０～７０代

３
（５％）

５
（９％）

４
（７％）

３
（５％）

２４
（４４％）

８
（１５％）

８
（１５％）男　　性

３
（２％）

１３
（９％）

１１
（８％）

１３
（９％）

４４
（３０％）

３５
（２４％）

２６
（１８％）女　　性

出所：対面調査。
注：「旧田辺市」：上秋津地区を除く旧田辺市内を指す。「県内」：上秋津

地区，旧田辺市を除く和歌山県内を指す。「県外」：和歌山県以外の都
道府県を指す。
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経験（回答数　１１７）興味（回答数　２０３）

なしありなしあり

１０４（８９％）１３（１１％）８５（４２％）１１８（５８％）

出所：対面調査。
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作り方
がわか
らない

大変
そう

価格が
不満

時間が
ない

仕組み
が分か
らない

子供が
小さい

機会が
ない

遠い
自分で
作る・
近所に
もらう

その他

２
（２％）

３
（３％）

８
（８％）

２０
（２０％）

３６
（３６％）

１１
（１１％）

１７
（１７％）

２
（２％）

５１
（５１％）

１８
（１８％）

回答数
（有効
１００）

出所：対面調査。
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　表１６は，秋津野ガルテンが実施している農業・農山村体

験のメニューに対する認知度と，経験の有無を示したもので

ある。この結果から，来客者の約半数は，秋津野ガルテンが

体験メニューを行っていることを知っていることがわかる。

　しかし，経験者は少ないので，ここでも知っているが経験

がない理由について質問した。表出しないが，その結果，

「時間がない」が５１（回答数，以下同じ），「仕組みが分から

ない」「興味がない」がともに１６，「予約制だから」が３，「価格

が不満」が２であった。経験者が少ない一番の理由は，秋

津野ガルテンの取り組み自体の歴史が浅いということも考え

られるが，この結果を見ても，やはり圧倒的に「時間の無さ」

が理由になっていることがわかる。また，「時間の無さ」に次

いで多い回答は「仕組みが分からない」であることから，秋

津野ガルテンの取り組みにおいても，仕組みを伝えられるよう

な宣伝に力を入れるべきであることがわかる。

　また，その他の意見からは，日常的に農業体験をするには

遠いという意見もみられた。これは，「時間がない」という回

答にも繋がると考えられる。

③年代別クロス分析集計について

　まず，これらの結果から，市民農園やオーナー制などに興

味がある人が経験できない理由が「時間の無さ」にあること

がわかった。アンケート調査を行う前は，「価格」に問題があ

ると感じる人が多く，価格を見直すことで利用者は増えるの

ではないかと予測したが，実際は「価格」を理由にする人は

全体の約２％にとどまった。この結果から，価格を下げて，

一般的に利用しやすい価格を設定したとしても，利用者の増

加につながるというわけではないようである。

　ここで，市民農園やオーナー制に興味はあるが経験のな

い理由と秋津野ガルテンの体験メニューを知っているが経験

のない理由を，それぞれ年齢別に示したものが表１７である。

ここからわかることは，各年代で最も多いのはすべて「時間

の無さ」であるが，とくに３０代から４０代の回答者に，時間の

問題を抱えている人が多いということである。この結果から，

仕事をしている場合，余暇時間は限られており，農業・農山

村体験に充てる時間が十分に確保できないということが考え

られる。

　また，もう一つ考えられるのは，距離的な問題である。表

出しないが，県外から訪れた人の中で，市民農園に興味が

あるが体験をしないという理由をクロス分析した結果，「時間

がないから」が４８％で１位，次いで「仕組みが分からない

から」「大変そうだから」がどちらも２０％，「作り方がわからな

いから」が１１％，と続く。ここでも時間がないことが一番の問

題であることがうかがえる。また，その他の意見が２８％あっ

たが，その中でも，「遠方にしかないから」という理由を挙げ

た人が約３０％と，距離と時間の関係が密接であることが考

えられる。

　限られた余暇時間の中でも，気軽に行ける位置に農業・農

山村体験の行える場所があれば参加することも可能となる

が，この結果からも明らかなように，近くにそういった体験の

場所がないと，時間の問題は解決されにくいと考えられる。
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　今回の対面アンケート調査では，最後に自由意見欄を設

け，回答者の感じたことを回答者の言葉で表現してもらった。

その意見を集計してみると，秋津野ガルテンの取り組みにつ

いて，肯定的な意見が多数見受けられた。体験についての

コメントは，経験者も少ないことから，体験した感想を得ること

はできなかったが，「ぜひ体験してみたい」「子供・孫に体験さ

せたい」などの意見がみられた。このことからも，こういった

取り組みに関する興味・関心度の高さを見ることができる。ま
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体験メニュー市民農園みかんの樹
オーナー農のある宿舎

１０５（５２％）１０５（５２％）１０７（５３％）１３１（６５％）知っている

９８（４８％）９８（４８％）９６（４７％）７２（３５％）知らない

０００２経験あり

２０３２０３２０３２０１経験なし

出所：対面調査。
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６０代以
上（３７）

５０代
（３８）

４０代
（１７）

３０代
（１１）

２０代
（１２）

１０代
（１）

市
民
農
園
や
オ
ー
ナ
ー
制
に
つ
い
て

３
（７％）

４
（１０％）

４
（２４％）

３
（２７％）

４
（３３％）

０
（－）

仕 組 み が
わからない

１１
（２９％）

１８
（４７％）

１０
（５９％）

７
（６４％）

４
（３３％）

１
（１００％）時間がない

０
（－）

０
（－）

０
（－）

２
（１８％）

０
（－）

０
（－）価格が不満

４
（１０％）

７
（１５％）

１
（５％）

１
（９％）

２
（１７％）

０
（－）大 変 そ う

０
（－）

４
（１０％）

４
（２４％）

１
（９％）

２
（１７％）

０
（－）

作 り 方 が
わからない

１９
（４９％）

１１
（２９％）

４
（２４％）

２
（１８％）

４
（３３％）

０
（－）そ の 他

６０代以
上（３７）

５０代
（３６）

４０代
（２５）

３０代
（１８）

２０代
（１４）

１０代
（１）

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

３
（８％）

５
（１３％）

４
（１６％）

１
（５％）

１
（７％）

０
（－）

仕 組 み が
わからない

１１
（３０％）

１６
（４４％）

９
（３６％）

８
（４４％）

５
（３６％）

０
（－）時間がない

１
（２％）

１
（２％）

０
（－）

１
（５％）

０
（－）

０
（－）予約制だから

０
（－）

０
（－）

０
（－）

２
（１１％）

０
（－）

０
（－）価格が不満

４
（１０％）

５
（１４％）

３
（１２％）

２
（１１％）

２
（１４％）

０
（－）興味がない

２６
（７０％）

１５
（４２％）

１０
（４％）

１２
（６７％）

８
（５８％）

１
（１００％）そ の 他

出所：対面調査。
注：その他の意見の中には，「遠方だから」「子供が小さいから」「家で栽

培を行っているから」というものがある。



た，全体に関する意見の中にも，「地域振興に役立つ」「農業

の新しい取り組みでよい」といった意見がみられ，地域にこの

ような施設ができることを肯定的にとらえる人が多いことがわ

かる。しかし，一方で，「体験の詳細がよくわからない」という

意見もあり，宣伝の方法や情報伝達の部分で，改善が必要

であることもわかった。
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　これらの結果より，秋津野ガルテンへの来店者は，農山

村・農業体験に対する関心の高い人が多いことがわかった。

しかし，仕組みが分からないという回答が多くみられたことか

ら，秋津野ガルテンの取り組みについての詳しい情報が得ら

れていない人が多く，これらの体験についての詳しい知識の

ない人が多くみられた。今後，農山村・農業体験の参加者を

増やしていくためには，秋津野ガルテンのように，関心を持つ

人が多く集まるところでのわかりやすい宣伝や，興味のある

人が気軽に秋津野ガルテンの詳細などについての情報を得

られるような仕組みを作っていくことが重要であると考える。

　また，県外（特に市街地）にも，農山村・農業に関心のある

人が多くいることがわかったので，少しの時間でも農山村・農

業体験ができるようなプログラムを考えていくことも，課題の

一つであると感じた。農山村の活性化につなげるためには，

少し遠くても現地に足を運んでもらうことが重要であると考え

るので，限られた余暇時間を使ってでも，短期の体験ができ

るような工夫を施すなどの対策が必要であると考える。「遠い

から定期的に参加できない」という利用者には，単発的に訪

れることも可能なプログラムを組むなどの工夫も必要である。
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　現代日本におけるグリーン・ツーリズムは，西欧のそれのよ

うな「滞在型」が主流ではないものの，“身の丈”に合った小

規模での質の高い交流が蓄積されつつあることが特徴と言

えよう。また，それらの取り組みの背景に，地産地消，スロー

フード，食農教育など，市場原理に対峙して「食」と「農」と

の関係性を回復しようとする地域に密着した実践が底流をな

していることも見逃すことはできない。

　しかし一方で，いくつかの課題も見え始めている。その一

つは，需要開拓に向けた農山村サイドの意識の遅れである。

リピーターと称する都市住民との質の高い交流を堅持するこ

との必要は勿論としても，新たな交流・連携を常に模索する

姿勢も必要である。そのような意味においても，都市住民が

農業・農山村に熱い眼差しを向け始めた「背景論」としての

都市住民のライフステージや食生活の変化，さらにはそこで

の現代的ニーズに関する分析・検討を不断に取り組むことが

肝要である。本調査結果が「秋津野ガルテン」が志向する

グリーン・ツーリズムの更なる展開の一助となれば幸いであ

る。!

!

１）詳しくは，『地域食材の優位性を活かした滞在型グリーン・ツー

リズムの展開方向に関する研究』財団法人江頭外食産業及びホテ

ル産業振興財団平成１９年度研究開発事業成果報告書，ならびに

『地域資源の優位性を活かした滞在型グリーン・ツーリズムの展

開に関する研究』財団法人江頭ホスピタリティ事業振興財団平成

２０年度研究開発助成事業成果報告書を参照のこと。

２）詳しくは，以下の文献を参照されたい。

!鈴木裕範編著『秋津野塾未来への挑戦』きのくに活性化セン

ター，２００４年。

!岸上光克・藤田武弘「農村“大学”の試みとスモールビジネス

の創造」農業と経済，!"#$７４!１３，!!"３６!４３，２００８年。

３）農林水産省「食料品消費モニター調査（平成１９年度）」をみる

と，外食に関して７割近い消費者が多少なりとも不安を感じてい

る。さらに，輸入された農産物や原材料に関しては９割以上の消

費者が少なからず不安を感じているという。外食においても「食

の安心・安全」という意識が高まっており，その意識は年齢が高

くなるにつれて強まる，ということが推測できる。
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　本調査報告は，和歌山大学観光学部が平成２０年度から実施してい

る「地域インターンシップ事業（田辺市）」の一環として実施した調

査を取りまとめたものである。事業の受入窓口として，現地調査等

の調整にあたって頂いた田辺市産業部産業政策課の山本良明氏，な

らびに「秋津野ガルテン」事務局スタッフの方々から，調査実施に

あたり格別のご配慮を賜った。記して御礼を申し上げたい。なお，

面談アンケート調査の実施に際しては，当時の観光学部１年生（中

島杏奈，古田由佳，松本更子，山平みき：敬称略）４名の協力を得

た。

受付日　２００９年９月２４日

受理日　２００９年１０月１５日
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